
（別紙様式４－１）                                     （県立高等学校・中学校用） 
 

（ 県立熊本高等 ）学校 令和６年度（２０２４年度）学校評価評価表 
 

１ 学校教育目標 

建学の精神である「士君子」の養成を教育目標とし、徳性、智能、体力ともにすぐれた人物を養成することを方針

とする。また、「深い自己理解のもと、個性を生かし、社会に積極的に関わっていく、自立した個人」を SI（ｽｸｰﾙ

･ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ）として規定し、教育に取り組む。 

 

２ 本年度の重点目標             

「士君子タルノ修養」を最上位の目標に掲げ、生徒の自主性と成長の可能性を信じて教育活動に邁進し、校訓の冒

頭にある「誠実」な心、人生を豊かにする「教養」、美しいものに心動かす「感性」を育む。加えて、スクール・

ミッションに掲げてあるイノベーティブでグローバルな人材を育成するために、ＩＣＴを積極的に活用するなどし

て、新たな教育へも果敢に挑戦し、高度で深い学び、探究的な学びを展開する。 

 

３ 自己評価総括表   

評 価 項 目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 

 

評価 

 

成果と課題 

大項目 小項目 

 

 

学校 

経営 

「士君子」 

養成 

（志の高揚） 

学校文化の 

継承 

学校活動全般

に建学の精神

を反映させる 

職員間で適宜

積極的な意見

交換を行い、生

徒に投げかけ

ながら学校全

体で取り組む 

 
 
 
 
 
Ａ 

職員間の意見交換が生徒

の学習活動や学校行事に

反映し、組織的な体制によ

る充実した教育活動が行

われた。生徒は文化祭や体

育祭などの主要な行事を

経験したことで主体性が

育まれ、対外的な活動にも

積極的に参加した。生徒会

活動も生徒議会が定期的

に開催されるなど、主体的

に活動した。 

安全管理の 

整備 

安全管理に 

関する 

意識向上 

学校活動全般

における安全

管理に対する

高い意識を持

ち、安全で、か

つ安心した生

活を送ること

ができる 

防災主任、健康

安全係を中心

に、校内安全点

検の実施及び

自然災害時に

対応したマニ

ュアルと体制

に基づき取り

組む 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

年３回の定期的な安全点

検を、報告の徹底等、職員

全体で協力して行うこと

ができた。指摘のあった危

険箇所に対する対応も速

やかに行われた。防消火避

難訓練の実施や熊本市震

災対処訓練への参加等、危

機管理マニュアル等に沿

った確認と行動を実践で

きている。マニュアルにつ

いては、様々な状況を想定

して随時見直しをする必

要がある。生徒・職員の安

全に対する意識の更なる

醸成が課題である。 

開かれた学 

校づくり 

情報の 

公開 

学校の取組を

速やかに情報

発信する 

情報管理係を

中心に、ホーム

ページの更新・

充実（特に学校

行事）を図る 

 
 
 
Ｂ 

文化祭・体育祭などの大き

な学校行事の様子は発信

することができた。生徒・

保護者への連絡は「すぐー

る」を利用するなど使い分

けている。情報発信の充実

が今後の課題である。 

学校や授業の

公開 

授業公開や学

校行事をでき

公開授業、文化

祭、体育祭の学

校行事に保護

 
 
 

年２回の公開授業を、本校

保護者向けと中学３年生

向けに分けて実施するこ



るだけ多くの

方に公開する 

者や中学生、地

域の方を案内

する 

 
Ａ 

とで、混雑を分散させて実

施することができた。文化

祭・体育祭の公開は昨年同

様にコロナ禍前に戻り、大

盛況であった。 

育友会との 

連携 

育友会総会・学

年別懇談会・保

護者会の充実

を図る 

各学年や対外

連携係を中心

に、育友会役員

と連携を図り、

従来の形式・計

画による育友

会行事を再構

築して実施す

る 

 
 
 
 
Ａ 

育友会総会や学年保護者

会などをはじめとする、育

友会行事を昨年同様にコ

ロナ禍前の規模で実施す

ることができた。 

業務改善 

働き方改革 

勤務環境等の

整備 

行事の精選及

び校務分掌の

見直しを行う

とともに、相互

信頼に基づい

た心身ともに

安心感のある

職場環境を目

指す 

勤務実態調査、

学校自己評価、

校長面談等に

よる意見交換

を通して適宜

改善を図る 

 
 
 
 
Ａ 

勤務実態調査をもとに職

員の健康状態を把握し、超

過勤務の改善に努めた。職

員会議・研修を縮減した

り、定時退勤の期間を設け

たりするなどの取組を行

った。ストレスチェックを

通して職員の健康状態を

確認し、産業医による指導

・助言を仰いだ。 

学力 

向上 

授業の質 

の向上 

職員間 

による 

指導内容の 

共有化 

単元の区切り

ごとに年間指

導計画をもと

にした教科会

及び授業研究

会を実施する 

各教科で十分

に検討のうえ

指導計画を作

成し、授業相互

見学や研修会

等を通して教

科の枠を越え

て指導計画の

共有を図る 

 
 
 
 
Ｂ 
 
 

教科・科目内では、単元ご

とに指導計画や内容の検

討が行われ、授業の質の向

上につながった。教科の枠

を超えての授業見学も一

定程度見られたが、より活

発な教科間交流が行われ

るよう働きかけたい。 

考査の質の 

向上 

思考力を 

深める 

考査問題 

の作成 

考査問題（定期

考査、校内模

試、実力養成考

査）の充実を図

り、特に校内模

試では進路指

導の中核とな

る問題の質を

確保する 

教務課、進路課

が立案する考

査実施計画に

基づき、各教科

で十分な検討

を行い、デジタ

ル採点も活用

しながら、質の

高い考査問題

を作成する 

 
 
 
 
Ａ 
 
 
 

校内模試は本校進路指導

の拠り所となるものであ

り、また定期考査は授業内

容の定着度を見る意味を

持つ。本校の進学指導の両

輪ともいえる考査であり、

各教科・科目とも十分に時

間を割き、質の高い問題作

成に力を注ぎ、学力向上や

進路実現につながった。 

キャリア

教育（進

路指導） 

生徒の進路 

目標実現 

次代のグロー

バル社会を担

う、自主的探

究心を持つ 

人材育成 

探究活動及び

STEAM教育の充

実を図る 

教育研究課､教

務課を軸に外

部団体との連

携や、ＩＣＴの

積極的な活用

により、総合的

な探究の時間

を中心に取り

組む 

 
 
 
 
 
 
Ａ 
 

「総合的な探究の時間」の

実施方法や発表手順、発表

などが定着し、錬磨できて

いる。ＩＣＴの活用や探究

型の授業の推進に関して

十分な支援体制を整える

ことができた。先端分野で

ある独自のＶＲ空間の活

用も精度を上げることが

できた。コロナ禍で途切れ

た海外研修は再開できた

が、職場体験の復活と活性

化が課題である。 



生徒の 

進路意識の 

高揚 

進路に関する

個人面談を実

施する 

年２回以上、各

学年で立案、実

施する 

 
 
 
 
Ａ 

入学直後に進路観を講話

でフラット化した後、巡回

面談など濃密な個人面談

を学校全体で取り組み、進

路意識の高揚を図った。低

学年時からの難関大や医

学科志望者への情報発信・

指導も増えた。 

職員間の 

進路情報 

の共有化 

進路検討会参

加を通して進

路情報を共有

する 

進路検討会を

年２回実施す

るとともに、先

進校及び難関

大視察を行う 

 
 
 
Ａ 

年間２回の進路検討会を

実施し、各生徒の詳細な進

路選択状況の情報共有を

図った。医学科入試研修、

東大京大入試動向研究も

ウェブ共有配信できた。先

進校視察、難関大視察も継

続実施した。 

生徒 

指導 

品位・品格の

定着と良識 

ある行動 

端正な制服 

の着用 

士君子として

品位ある制服

の着用ができ

るようにする 

必要に応じて

整容指導及び

登校指導を実

施する 

 
 
 
 
Ｂ 
 

制服規定について、諸規定

の改定を行った。整容指導

について、日々の学校生活

を通して全職員で指導に

取り組んだ。服装検査は自

律心向上を目的として、職

員主導から生徒（室長・副

室長）主導の形式に変更し

て実施した。 

交通安全に関

する意識向上 

危険事例につ

いて生徒も含

め情報を共有

する 

朝礼、ＬＨＲや

ＩＣＴを活用

して共有を図

るとともに、ヘ

ルメット着用

を推進する 

 
 
 
 
Ｂ 

交通安全講習会や掲示、全

校生徒への連絡・周知に努

めたものの軽微な自転車

事故の発生件数は例年並

みであった。令和７年４月

からのヘルメット着用許

可条件化に向けて、許可手

続きの見直しや全校生徒

への周知を行うことがで

きた。 

自主自立の 

精神の涵養 

学校行事へ 

の 

積極的取組 

各種学校行事

に主体的に参

加する態度を

育む 

生徒課・各学年

が連携して、立

案する 

 
 
Ａ 

生徒会総務委員会と各実

行委員会が各課・各学年と

連携しながら学校行事の

企画・運営に取り組むこと

によって、生徒の主体的な

参加につながった。 

ボランティア

活動の推進 

ボランティア

活動へ積極的

に参加する態

度を育む 

各クラスのボ

ランティア推

進委員に生徒

への啓発・働き

かけを促す 

 
 
Ｂ 

部活動単位でのボランテ

ィア推進委員の働きかけ

により、より多くの生徒が

校内外でのボランティア

活動に、積極的に参加し

た。 

学校生活への

不安を抱えた 

生徒への対応 

保護者との 

連携強化 

生徒に関する

気づきについ

て、必要に応じ

て速やかに保

護者へ連絡、情

報の共有を図

る 

教育相談係・各

学年等で連携

して日常的な

気づきの機会

を増やし、面談

等も行いなが

ら適切に保護

者と連携する 

 
 
 
 
Ｂ 

担任と保護者が面談や電

話連絡等を通じて連携を

密にし、該当生徒の情報を

関係職員とすみやかに共

有することで、スクールカ

ウンセラーやスクールソ

ーシャルワーカーに繋げ

る等、迅速かつ組織的に対

応することができた。 



人権 

教育 

の 

推進 

人権学習 

の取組み 

の充実 

生徒の人権意

識の向上・自

尊感情の育成 

年間３回以上

の人権をテー

マとするＬＨ

Ｒを実施する 

人権教育推進

委員会で実施

計画を立案し、

学期に１回各

学年で取り組

む 

 
 
Ｂ 

人権学習を学期１回のＬ

ＨＲ及び講演会で実施す

ることで、生徒の人権意識

の向上を図ることができ

た。 

特別支援教育

の充実 

校内研修を実

施し、職員間の

情報の共有化

を図る 

特別支援教育

コーディネー

ターを中心と

して研修計画

を立案、支援を

要する生徒の

対応を中心に

学校全体で取

り組む 

 
 
 
 
Ｂ 

関係職員を中心に個別の

教育支援計画について情

報共有し、作成・更新の有

無について確認すること

ができた。さらに、次年度

に向けて、既存の委員会

で、組織的に取り扱う方向

で準備を進めることにな

った。 

命を大切にす

る心を育む 

指導 

生命の尊重や

自尊感情 

の育成 

ソーシャルス

キルトレーニ

ングといった、

他者を尊重す

ると共に自尊

感情を育む取

組を実施する 

教育相談係と

各学年で連携

し、学校行事・

ＬＨＲ等で適

宜実施する 

 
 
 
 
 
Ａ 

昨年度に続き保健委員の

意見を参考にしたプログ

ラムを実施した。３年生の

プログラムではより楽し

めるようシート作成を工

夫した。どのプログラムも

生徒たちの反応が良かっ

たと担任から聞くととも

に感想文からも読み取る

ことができた。年間を通し

て実施できるとより良い

ものになると考える。 

 

いじめ 

の防止 

等 

未然防止 
職員の 

連携強化 

様々な場面で

生徒の様子を

観察し、職員間

で情報を共有

する 

生徒課及び教

務課が立案す

る年３回の授

業相互見学の

他、適宜職員間

で情報を共有

し、組織的に対

応する 

 
 
 
 
Ａ 

担任や関係職員が面談等

を通じて生徒の状況を細

やかに把握し、情報集約担

当者に随時報告すること

で、迅速かつ組織的に対応

することができた。また、

授業相互見学を各学期に

１回実施し、生徒の様子を

観察することで得た情報

を共有できた。 

早期発見 
生徒の実態の

把握 

個人面談や心

のアンケート

などを通して

早期の気づき

につなげる 

教育相談、各学

年で年２回以

上の個人面談

や年２回以上

の心に関する

アンケートを

立案・実施し、

いじめ案件が

あれば情報集

約担当者を中

心として組織

的に対応し、必

要に応じて保

護者との速や

かな連携を図

る 

欠席１０日を

超える生徒の

情報を集約し、

定期的に観察

する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 

各学年で連絡会を実施し、

生徒の情報を共有するこ

とで日頃の支援に繋げた。

６月と１２月実施した２

回のアンケートの結果を

参考にしながら、悩みや課

題を抱えている生徒に対

し、迅速に組織的な対応を

行った。学年会後に学年主

任が情報集約担当者に生

徒の状況を報告し、事案を

早期に共有することで組

織的な対応を進めること

ができた。欠席１０日を超

える生徒を定期的に確認

し、該当生徒の状況を確認

したことで、学年・養護教

諭やＳＣなどと連携して

組織的な対応を行った。 



 

教育 

環境 

の 

整備 

教育の 

情報化 

教育の情報化 

の促進 

オンライン学

習の充実に資

するよ 

うＩＣＴ機器

の充実や操作

の習熟を図る 

一人一台端末

の活用を軸に、

ＩＣＴ活用係

の立案に基づ

いて取り組む 

 
 
Ｂ 

授業等、学習活動における

端末使用について、効果の

上がる使用頻度・使用方法

についてさらに磨きをか

けていく必要がある。 

環境保全・ 

環境美化 

校舎内外の 

整備と 

美化への 

取組 

清掃活動へ積

極的に取り組

む姿勢を育む 

日常的な清掃

に加え、健康安

全係が立案す

る年２回の除

草作業にも積

極的に取り組

む 

 
 
 
Ｂ 

複数の委員会の協力のも

と、５月に全校生徒および

全職員で協力して除草作

業を行うことができた。日

常的な清掃では設備の老

朽化や掃除監督教諭数の

減少が課題である。 

図書館の 

充実 

図書館の 

積極的活用 

各教科や総合

的な探究の時

間における図

書館利用の拡

充を図る 

図書放送係の

立案に基づき

図書委員を積

極的に活用し

ながら取り組

む 

 
 
Ｂ 

多様な学びを保障するた

め（洋書を含め）書店等で

生徒が出会えない本を努

めて選書した。また、委員

生徒を中心に生徒目線で

の選書にも努めた。 

 

 

地域 

連携 

地域ととも

にある 

学校づくり

の推進・地

域防災組織

の構築 

教育活動の充

実、地域・関

係機関との連

携強化 

学外の視点を

取り入れなが

ら、本校教育全

般の充実を図

る 

年２回学校運

営協議会を開

催し、委員の意

見を学校の教

育活動や、学校

防災の推進体

制に反映する 

 
 
 
Ａ 

地域の実態や外部の専門

的な見地から学校運営に

資する貴重な意見が得ら

れ、今後の修正・改善に向

けて参考となった。安全危

機管理について防災組織・

体制を確認し共有した。 

 

４ 学校関係者評価 

・本校の質の高い授業実践を軸にして、生徒の学力や進路選択の状況を常に職員間で共有し、継続的な授業改善、

入試改革への対応が求められている。 

・自転車通学生の登下校時における交通事故が増えている状況は憂慮される。危険から生徒を守るために、生徒の

交通安全意識を高揚するために警察等の外部機関と連携し、予防的措置に努めることが重要である。 

・校則については、生徒の生活実態に応じたものとして服装等の規定が改定されている。今後も継続して生徒及び

保護者と職員間で協議する機会を設け、検討していくことが必要である。 

・不登校などの課題を抱えた生徒に対して、ＳＣをはじめとした外部の専門機関と連携を図り、早期対応を前提と

して組織的な支援体制を確実に整備しておく必要がある。 

・大雨や台風等の気象災害における緊急対応について、生徒・職員の安全を守るために連絡体制の強化を図ってお

く必要がある。また、震災時の避難所運営に関して、本校の『危機管理マニュアル』を定期的に確認し自治体と

連携して迅速に対応できるよう体制を整えておく必要がある。 

 

５ 総合評価 

・スクール・ミッションに基づく学校教育目標の実現に向けて、各課・各学年で計画的・組織的に取り組まれてい

る状況が反映し、全般的に高い評価となっている。 

・学習・進路面は、職員が難関大学に関する研修や進路検討会に参加して研鑽を積んだり、各教科で教材研究や作

問の検討会を行ったりする機会を通して、本校が目指している質の高い授業や充実した進路指導が実践された。 

・生活面は、服装規定の見直しに向けて職員で意見交換を行った上で、生徒・職員、生徒・保護者が意見交換を行

う機会を設けるなどして検討が重ねられ、規定の追加・変更等を行った。また、委員会活動を主に交通安全意識

を啓発したり、防災訓練を実施して意識の高揚を図ったりするなど、安全危機管理に関する取組が実践された。 

・ＩＣＴの活用については、感染症予防や実施時間の短縮化を図るために全校集会や学年集会をオンラインでの実

施を継続する。授業での活用やテストのデジタル採点などに活用の範囲も広まっており、内容の充実度も高まっ

ている。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

・本校の伝統として慣習的に行われてきた取組や学校行事等について、多角的な視点から見直し、伝統を守る姿勢

を有しながらも生徒の実態と職員の働き方改革を念頭に弾力的に教育活動を展開していく。 

・校内の安全点検を学期ごとに行い、安全管理に努めているが、校内施設の老朽化に伴う不備も見られるため生徒

の学習環境の整備を中心に校内施設の改善を図っていく。 



・生徒の安全安心な学校生活を保障するという観点から、服装面等に関する生活指導の規定の見直しについては早

急に進めていくのではなく、多角的な見地による生徒・保護者・職員間の慎重な意見交換を経て段階的に整備し

ていく。 

・人間関係の不和や様々な課題等により不登校傾向にある生徒を支援するために、ＳＣやＳＳＷ、医療機関などの

外部専門機関との連携を深め、心の悩みの的確な把握と解消に向けての組織的・効果的な対応を推進する。併せ

て、人権感覚の醸成を図り、いじめのない学校づくりを職員と生徒で築いていく。 

・自転車通学生の交通事故を生徒課が中心となって予防・改善していく。次年度からヘルメット着用が自転車通学

の条件となることから、委員会活動をはじめ、啓発活動を活発化させる。 

・ＩＣＴの活用については、多くの授業で生徒一人一人に貸与されているタブレットを活用しているが、今後も効

果的な活用がされるよう、校内研修等を通して普段の授業実践に繋げていく。 

 

 


